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「SU-6 着衣」
内容：弾性着衣（採寸・療養費申請）
開催日：2016 年 11 月 11 日（金）
受付期間：2016 年 10 月 1 日～ 10 月 13 日
会場：横浜会場（MLAJ セミナールーム）
　　　　　　　　　skillup06@mlaj.jp
---------------------------------------------------------------
「SU-7 所見」
内容：アセスメント
開催日：2016 年 11 月 12 日（土）
受付期間：2016 年 10 月 1 日～ 10 月 13 日
会場：横浜会場（MLAJ セミナールーム）
　　　　　　　　　skillup07@mlaj.jp
---------------------------------------------------------------
「SU-8 鑑別」
内容：鑑別診断・症例検討
開催日：2016 年 11 月 13 日（日）
受付期間：2016 年 10 月 1 日～ 10 月 13 日
会場：横浜会場（MLAJ セミナールーム）
備考：LT 更新クレジット 4 単位取得
　　　　　　　　　skillup08@mlaj.jp

特別講習会
『放射線療法の理論と放射線性線維症に対する
アプローチ』
講師：西村 哲夫 先生、MLAJ 認定教師
開催日：2016 年 9 月 9 日（金）
受付期間：2016 年 8 月 1 日～８月 17 日
会場：横浜会場（MLAJ セミナールーム）
　　　　　　　　　tokubetsu03@mlaj.jp
---------------------------------------------------------------
特別講習会
『循環器系からみた浮腫の鑑別とアプローチ』
講師：重松 宏 先生、MLAJ 認定教師
開催日：2016 年 12 月 10 日（土）
受付期間：2016 年 11 月 1 日～ 11 月 15 日

会場：横浜会場（MLAJ セミナールーム）
備考：LT 更新クレジット 4 単位取得
　　　　　　　　　tokubetsu05@mlaj.jp
---------------------------------------------------------------
特別講習会
『足病変をきたす疾患とリンパ浮腫』
講師：松尾 汎 先生、MLAJ 認定教師
開催日：2016 年 12 月 11 日（日）
受付期間：2016 年 11 月 1 日～ 11 月 15 日
会場：横浜会場（MLAJ セミナールーム）
備考：LT 更新クレジット 4 単位取得
　　　　　　　　　tokubetsu06@mlaj.jp

医師対象 特別講習会
『明日から診察に役立つリンパ浮腫診断法
―基礎から医療連携まで―』
講師：小川 佳宏 先生、佐藤 佳代子 先生
開催日：2016 年 10 月 23 日（日）
受付期間：2016 年 9 月 1 日～ 9 月 15 日
会場：横浜会場（MLAJ セミナールーム）
　　　　　　　　　tokubetsu04@mlaj.jp

医療者向け公開セミナー『リンパ浮腫の診断
と治療―複合的理学療法とは― 』
開催日：2017 年 1 月 22 日（日）
受付期間：2016 年 11 月 26日～ 12月 19日
会場：横浜会場（MLAJ セミナールーム）
備考：LT 更新クレジット 3 単位取得
　　　　　　　　　seminar04@mlaj.jp
---------------------------------------------------------------
申し込みは、メール（※申込専用アドレス

から）、申込専用ハガキ、または官製ハガキに
てお申し込みください。
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Q1. 平成 28 年度の保険収載において、悲願
となる「リンパ浮腫複合的治療料」が新設さ
れました。まずは、それぞれのご意見をお願
いします。
小川：「リンパ浮腫複合的治療料」の新設につ
いては、今までは弾性着衣に関して保険が認
められていましたが、今回はリンパドレナー
ジ含め、リンパ浮腫の治療が認められたこと
は、非常に大きかったと思います。
私自身は、医者になってから 28 年、開業し
てからは 16 年、協会との付き合いは 14 年に
なります。それだけ長い間、お互い切磋琢磨
して協力し合いながら、ここまでリンパ浮腫
の治療に、特に複合的理学療法の活動につい
てここまで来たわけですが、やっと実を結ん
だというのが、正直な感想です。特に「リン
パドレナージ」というものが治療として認め
られたことは、非常に大きな進展だと思いま
す。今まで、リンパ浮腫の患者さんを診てき
た医者としては、非常にありがたいことだと
思います。
新井：保険適用に向けた活動を十年来やって
きましたが、どうにか一つ形になったと思い
ます。更に、今回の保険適用をうけて、日本
におけるリンパ浮腫の治療技術をより発展さ
せるため『日本リンパ浮腫治療学会』が立ち
上がり、それに付随した様々なうねりがおき
ていることも、非常に良いことだと思います。

保険自体の点数はまだまだ少ないということ
はありますが、まずは治療環境が整ったこと
と、セラピストとしての活動が国に認められ
保険収載という対価がついたということが、
非常に大きなことです。当初、協会が目指し
ていたものが、ようやく形になったというこ
とに非常に大きな成果を感じています。
Q2. リンパ浮腫の治療法の保険収載にまでた
どりつきましたが、その内容はまだまだ十分
ではない部分もあると思います。そちらにつ
いては、いかがお考えでしょうか。
小川：同じ ” リンパ浮腫 ” という病名が付い
ているにもかかわらず、原発性について認め
られていないことです。そして今回、見逃さ
れがちなのですが、「複合的治療料」は「リン
パ浮腫指導管理料」を算定できる疾患に対す
る前提のため、乳がんのリンパ節郭清後のリ
ンパ浮腫、子宮がん・卵巣がん・前立腺がん
のリンパ浮腫が主な対象となっています。そ
の他のがん由来のリンパ浮腫でも点数がつか
ないものもあります。同じリンパ浮腫なのに
なぜという疑問もあります。
新井：「リンパ浮腫指導管理料」に付随する形
で「複合的治療料」の保険を認めるという流
れのため、施設基準を満たす施設とそうでな
い施設で差が出てくるというジレンマもあり
ます。こちらに関しては厚労省への陳情の際
に「もう少し施設基準に対する条件を現状に

特集　小川理事長×新井副理事長
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熊谷 暁美さん
岩手県立磐井病院
緩和ケア病棟

当院では緩和ケアチームの勉強会の一環として年間に２回程、地域の多職種も含めたリンパ浮
腫勉強会を実施しています。昨年末にこの勉強会に参加した医師がリンパ浮腫に関心を示し、協
会主催の『医師対象特別講習会』を受講したいと希望されたため、私も同行参加しました。
今回の講習会では、まず午前の『リンパ浮腫の病期と診断』講義で小川理事長よりリンパ管系
の基礎知識から病期、診断、診療のコツまで詳細にわたる説明がされました。続いて、佳代子先
生より『複合的理学療法』の進行期に応じた対応、医療用のリンパドレナージと圧迫療法につい
て紹介されました。
　午後からは、実際にエコーを使って『リンパ浮腫患肢
の視診・触診の解説やデモンストレーション』があり、
その後、参加した医師が実際にリンパ浮腫の患者様に
対する触診やエコー操作のしかたを実習しました。実習
時に先生方から、「来週からさっそくエコーしてみよう」
という声もあがりました。
　MLAJ を修了した医療リンパドレナージセラピストが
全国に 1900 人以上いるのに対し、リンパ浮腫の診断をしてくださる（我々セラピストの思いを
理解してくださる）医師がどれだけいるのか興味がありましたが、これだけ高い関心をもってく
ださる医師が、開催を重ねるにつれ増えていくことを願ってやみません。リンパ浮腫に対して理
解ある医師の存在がどれだけ心強いか、全国のセラピストの悩みも今回のような医師対象の講習
会に参加されることで幾分緩和されるのではないだろうかと思いました。医師から医師に直接伝
えていただく講習会の影響は大きいと感じつつ、普段の横浜セミナールームと違う雰囲気に包ま
れ、忘れられない一日となりました。
　岩手に戻り、同伴した医師からは「リンパ浮腫の診断や治療がエコーなどを用いて体系的に説
明してもらえた点は十分納得がいくものであり、民間療法とは明確に区別がつくものと考え、広

『受講者による触診とエコーの実習』

めていく価値があると感じた。日本で保険適用になったということは、
リンパ浮腫だけではなく様々な分野での医療の価値観が変わろうとして
いるのかもしれない。ただ、それらが普及するには沢山の労力と理解が
必要だとも感じた。」というコメントがありました。
　今後は地域におけるリンパ浮腫の啓発活動を継続するとともに、１人
でも多くリンパ浮腫に理解ある医師への関わりを繋げていければと思い
ます。企画してくださったMLAJ の皆様に感謝申し上げます。

会員の方による講習会の参加リポートが新たにスタートしました！
今回は『医師対象特別講習会』に参加された熊谷 暁美さんにリポー
トをお願いしました。
小川理事長による初の「医師向け」の講習会で、明日から診療を行
うことが出来ることを目的とした特別な講習会。全国から多くの医
師とその同伴の医療従事者の方々が参加されました。

開催日：2016 年 4 月 24 日

会員！
講習会参加
リポート
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アジア太平洋地区
における 5 ヶ国の
代表者による発表

ポスター会場

2016 年 5 月 26 ～ 28 日、オーストラリアのダーウィン市にて『第 6 回 ILF（国際
リンパ浮腫フレームワーク）学術大会』が開催されました。
今回はオーストラレーシアンリンパ学協会との共催で、ILF として初めてのアジア

太平洋地区での学術大会となり、世界各国から 350 名以上の参加者がダーウィンに集
まりました。全部で 150 件以上の発表があり、今回も ILF 学会への関心が高かったこ
とが伺えます。
今大会にはいくつかの見どころがありましたが、その中の一つに、アジア太平洋地

区の 5 ヶ国（中国、シンガポール、韓国、日本、インドネシア）より発表者を招き、
全体会議でそれぞれの国のリンパ浮腫診療の現状についての発表する場がありました。
その会議で、当協会はアジア太平洋地区から日本の代表として、「日本の診療および保
険適用」についてご報告してまいりました。
また、ベルギーのベルグラード先生による ICG リンパ管造影法のリアルタイムデモ

特別講演、MLD についてのパネルディスカッションがありました。ベルグラード先生
の講演では、健常者に ICG を注入し、リンパ管分布とリンパ流、そして MLD によっ
てリンパ液がどのように運搬されるかについて映像を交えながら説明がありました。
MLD についてのパネルディスカッションでは、6 名のパネラーにより MLD の役割や
必要性について議論がなされ、最新の見解として今日でも複合的理学療法の重要な要
素であることが結論付けられました。昨今、高いエビデンス（特に無作為化臨床試験
【RCT】）が求められていますが、リンパ浮腫患者の個人差は大きく、RCT の結果をそ
のまま応用できないケースも少なくなく、RCT は貴重な参考にはなるものの、必ずし
もそのまま臨調現場に反映できるとは限らないとのことでした。
その他、日本からも複数の発表がありましたが、長崎大学の研究発表が口頭発表の

部で入賞、後藤学園の研究発表がポスター部門で最優秀の『ベストポスター賞』を受
賞しました。
今大会で様々な分野に関して学び得たことは多かったですが、日本では、治療環境

を一層整えていくという課題が残りながらも、世界トップレベルの高い診療の水準を
保っていることを改めて認識することができました。今後国内外で研究により得た新
しい知見を当協会からも発信してまいりたいと思います。
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ションについて教えてください。

小川：保険の課題としては、「重症であったら
何回」とか「軽症であったら何回」、今回の場
合でいえば「軽症は 6 ヶ月に一回」というよ
うな点数の付け方なのですが、6 ヶ月後に診
療したら重症になっている可能性もあります。
患者さん自身が病状について知識があればい
いのですが、保険の付け方だけで医者が指導
してしまうと、6 ヶ月は来なくてもいいとい
う話になってしまうこともあります。その結
果、悪くなってしまうということもあります。
せっかく保険が使えるということになったの
であれば、やはり「早めに発見して、早めに
治療する」、「重症の人を軽くして、軽症の人
は維持する」ということが重要です。完治す
るところまで治療できなくても、病気とうま
く付き合える状態まで持っていく、そのため
には、やはり早めに見つけて、早めに治療す
るというところがあってしかるべきです。そ
ういったところに保険を使っていくべきかと
思います。私の考えがすべて正しいと思いま
せんけど同じような考えをもってもらい、や
はり早期に発見できる医者を一人でも多く作
りたいと思います。
新井：当協会のミッションは、リンパ浮腫の
患者さんの治療環境を整えるため、セラピス
トを育成しているということが前提にありま
すので、今回、保険収載されたことによって、
セラピストが仕事として活動できる場が確保
されること、それに対価が付く事ということ

見合ったものして欲しい」という要望を提出
して、「リンパ浮腫指導管理料を 50 回以上申
請している施設」だけでなく「連携している
施設」も認められることにはなったのですが、
実際はまだまだ多くの課題が残っております。
Q3. 当協会の講習会を修了したセラピストに
ついては、今回の保険収載によって、どういっ
た好影響がありますか。
小川：私が開業したころ、そしてこの協会が
立ち上がったころというのは、セラピストの
認知度が非常に低かったですよね。それが、
平成 20 年の「リンパ浮腫指導管理料」が算
定できるようになって非常に認知度が高まっ
てきて、今回も更に高まってくるかと思いま
す。保険適用と併せてセラピストの認知度が
高まることで、より活動しやすくなると思い
ます。また、最近の傾向として、医師で研修
を受ける方が増えているということがありま
す。医師がリンパ浮腫や複合的療法を認識す
ると、普及が早まるという期待がありますね。
医師を通して、病院内の周りの医療者たちに
も広まっていくという点で、もっとよくなっ
ていくと思います。
また、保険収載によってリンパ浮腫をとりあ
げる医療機関が増えることで、患者さんを診
察できる医療機関が増え、そこで受診するこ
とで重症化を防ぐことができるというメリッ
トがあると思います。
Q4.「リンパ浮腫指導管理料」において、実
施職種の追加（作業療法士の追加）がありま
したが。
新井：今回、「複合的治療料」の実務職種とし
て作業療法士が認められたことにより、「リン
パ浮腫指導管理料」においても認められたこ
とは必然的な流れであると思います。もちろ
ん、当協会の講習会の受講対象者には作業療
法士も含まれておりますので、今回の追加に
ついても良い流れかと思います。
Q5. 保険適用の今後の課題と、当協会のミッ

小川 佳宏 理事長

オーストラリア　国際学会参加報告

「Asia Pacific Lymphology Conference」

（文・写真：国際部  パトリック・ワーグナー）
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翌日は、当協会の中級修了者向けの特別講
習会でした。
リンパ浮腫以外に関節の位置異常や関節全
置換術により症状が現れている患者さんに対
するアプローチ法についてご教授いただきま
した。
カローラ先生は理学療
法士の立場から、所見の
取り方、バンデージを巻
く時のポイント、運動療
法の指導等、盛り沢山の
講義に加え、グループ
ワーク、難渋している症
例についての質疑応答も
ありました。
　今回は、複合的理学療法の中でもバンデー
ジに焦点が置かれましたが、その他にマニュ
アルセラピーの手技や PNF 治療法のテクニッ
クの実習が行われました。
楽しい時間はいつもあっという間に過ぎて
しまいますが、カローラ先生も MLAJ 受講生
の皆さんとの講義を大いに満喫されて、また
の来日を楽しみにされていました。

2016年3月5日（土）および6日（日）にフェ
ルディ学校認定教師の特別講習会が開催され
ました。
講師は、約 20 年間のキャリアを積まれて
きたカローラ・キルシュシュタイン＝シュポ
ンダ先生でした。このような形での開催は当
協会設立以来初めての試みでしたが、おかげ
さまで定員をはるかに上回る応募をいただき
ました。講習会テーマは、ご家族向けの「小
児におけるリンパ浮腫治療」と、セラピスト
向けの「下肢リンパ浮腫に対する圧迫療法と
理学療法」でした。

ご家族向けの講習会では、特にお子さんや
ご家族が日常に取り入れやすい治療法の紹介
が中心でした。子供は、治療中にじっとする
のがなかなか難しい時もあるため、楽しく遊
びながらリンパの流れを促進させることが大
事であるとのアドバイスがありました。風船
を膨らましたり、羽に糸を結び、強く息を吐
きながら飛ばしたりすることは立派な呼吸療
法になるとのことでした。
活気に溢れたお子さんの参加のおかげで普
段静かなセミナールームには笑い声が隅々ま
で響き渡っていて当協会のスタッフも楽しい
時間を過ごさせていただきました。

ドイツ・フェルディ学校の現役教師
が来日！

小児患者とそのご家族向けのセミナー

下肢リンパ浮腫に対する圧迫療法と
理学療法

World

P.Wagner

ニュース
ザッピング

リンパ浮腫の病態やリンパ浮腫医療における研究促進を図り、患者に提供する医療の水準の
向上に寄与するために、日本リンパ浮腫治療学会が設立されました。
新設学会の代表理事には、日本脈管学会理事長およびリンパ浮腫療法士認定機構理事長とし
てリンパ浮腫医療に多大な貢献をされる重松 宏先生が就任されました。
また、当協会の小川 佳宏理事長と新井 恒紀副理事長が日本リンパ浮腫治療学会の理事として、
当協会の佐藤 佳代子副理事長、そして国際部の Patrick Wagner が評議員に就任しました。
日本の医療を担う幅広い分野でご活躍される医師や研究者、多職種医療関係者、学生をはじ
め多くの支援者の皆様方がリンパ浮腫医療を学び合う場となります。
また、『第 1 回 日本リンパ浮腫治療学会学術総会』が 2016 年 9 月に開催されます。

詳しくは、「リンパ浮腫治療学会」公式ホームページ　http://jslt.site/

◆ 第 1 回 日本リンパ浮腫治療学会 学術総会
会期：2016 年 9 月 24 日（土）
会場：東京医科大学病院  本館 6 階  臨床第 1 講堂（東京都新宿区）
会長：国際医療福祉大学臨床医学研究センター教授　重松 宏

『日本リンパ浮腫治療学会』設立！

http: / /www.mlaj . jp/
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新井恒紀 副理事長

高いセラピストを養成し、継続的に支援して
いきたいと思います。

新井：そういった意味でも、今年は「リンパ
浮腫の治療技術料が保険適用になった改革元
年」と言えるかと思います。保険に関して課
題はありますが、今後もより良い形を目指し
て、皆様のお力添えのもと尽力していきたい
と思います。

＜取材日：2016 年 5 月 8 日＞

は非常に大きかったと思います。
今後は、医師、看護師、理学療法士、作業療
法士、あん摩マッサージ指圧師といった職能
団体が中心となり、少しでも多くの保険医療
機関にてリンパ浮腫複合的治療が行われるよ
う促していく必要があります。また、あん摩
マッサージ指圧師の教科書には、リンパ浮腫
複合的理学療法について記載されており、学
生時代から興味を持つ学生が多く、全ての職
種の教科書にリンパ浮腫複合的治療を取りあ
げることで、より早い段階からリンパ浮腫に
興味をもってもらえる仕組み作りも重要だと
思います。
小川：今回の保険適用で、教科書もみんな変
わってきますよ。学生時代に勉強したら、要
件がだいぶ変わってきますよね。今回の保険
適用をきっかけに、リンパドレナージや、複
合的理学療法を中心とした治療法が広がって
いくと思います。協会としても、さらに質の
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